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Ａ．研究目的 
 高精度治療全般に対する、特に医学物理

的内容項目のアンケートを作成し、実施す

る。各施設の物理的評価・解析に関する実

態について検討する。高精度治療に対し、

特に各施設の物理的評価について構造的

要因を比較検討する。 

 
Ｂ．研究方法 
 平成 23 年に、広島大学永田先生が既に
作成済の 2010/2011 高精度放射線治療に
関するアンケートの項目を個々に洗い出

し、必要な内容項目を抽出し、本研究班の

調査項目作成の参考とした。 
 作成したアンケートは平成 24 に実施し
た。調査結果のうち、物理的評価・解析の

従事者、スタッフについて取り上げた。ア

ンケート調査を通じて入手したデータの

うち、主に医学物理士、品質管理士の実態

について解析した。 
また、治療計画の施設間比較として、前

立腺癌 IMRTについて、標的体積、処方線

量、OAR体積など、DVH関連データにつ
いて、相違点を洗い出した。調査施設は阪

大と九大、それぞれ 5例を対象症例とした。 
（倫理面への配慮） 
臨床研究としては、治療後の後追い的解

析であった。治療内容など介入は存在せず、

治療前には本研究に対する特定的で個人

的な同意は得ていないが、包括的データ利

用を可能にした施設内の取り決めに則っ

た。個人情報への扱いは最大限配慮した。

氏名や生年月日、年齢，施設名などの表示

を避け、個人の特定につながらない様、慎

重に調査項目を解析した。 

 
Ｃ．研究結果 
 永田先生作成の「体幹部定位照射アンケ

ート」約200項目から約60項目を抽出した。
「IMRT実態調査」約210項目から70項目
を抽出した。 
 調査対象とした789施設のうち、490施
設（Web237施設、郵送253施設）から回
答があった。回答率は62.1%であった。 

研究要旨：高精度治療全般に対する、特に医学物理的内容項目のアンケートの

作成を行った。既存の同様のアンケートを参考に、調査項目を厳選できた。ア

ンケート調査から高度放射線治療の担い手である品質管理および治療計画実施

者として物理士/品質管理士が増え、体制も充実してきている実態が分かった。
治療計画の施設間の比較検討に当たっては、多施設間のプロトコルの差異、そ

の施設毎の治療計画手法の違いを前提として正確に把握する必要があることが

分かった。 
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 構成スタッフ項目：物理士/品質管理士
の有64.9%無35.1%。技師業務を実質上兼
務66.1％、時に兼務有15.4%、原則無18.5％。 
 品質管理体制項目：品質管理項目の明文

化有75.4%無22.5%、実施記録の保管有
97.5%、無2.1%。治療装置および計画装置
の品質管理の頻度の高い職種として技師

58.8%品質管理士26.5%医学物理士14.8％。 
  前立腺癌のGTV、CTV、PTV、OAR
の体積において、施設間の差が大きく出た。 
 PTVは前立腺輪郭で施設間の差が特に
出た項目は精嚢の輪郭範囲であった。阪大

病院ではT3aまでは前立腺近傍１cm、T3b
のみ。九大病院では、low risk では含まず、
intermediate risk では精嚢基部1cm程度
（適宜調節）、high risk GTV＋精嚢2cm程
度（適宜調節）としていた。 

 
Ｄ． 考察 
 本アンケートは全体予備調査アンケー

トとして位置づけられ、他の個別疾患での

オーバーラップを避ける意味を有した。で

きるだけ重複する内容を避けることも含

め、実施した同様のアンケートを参考にで

きたことは有意義であった。 
 調査結果から、構成スタッフとして物理

士/品質管理士が2/3で勤務しており普及し
たことが分かる。しかし、依然、技師業務

兼務が実質2/3、臨時も合わせ8割と多い。 
 品質管理体制として品質管理項目の明

文化も3/4、実施記録保管はほぼ全施設で
なされ重要視されていた。治療/計画装置
の品質管理への頻度の高い職種は依然、技

師が6割と多く、品質管理士や医学物理士
が普及してきているとはいえ、割合からは

依然、少数であった。 

 治療計画としては、Targetの囲みについ
て、施設間でプロトコル自体が大きく異な

ること、また同施設であっても、画像診断

能力などに依存して、観察者（治療計画者）

間に大きな個人差がある事が考えられた。

個別疾患毎に施設間のローカルルールを

把握することが先決であると感じた。 

 
Ｅ． 結論 
  全体アンケートとして他の個別疾患

群アンケートとの重複をできるだけ避け

られ、良好な内容を作成できた。 
 アンケート結果から、品質管理・治療計

画実施者として物理士/品質管理士が増え
て、体制も充実してきたが、施設毎の違

い・格差は依然あることが分かった。 
 治療計画の調査としては、多施設間のプ

ロトコルの差異、その施設毎の治療計画手

法の違い、個別疾患毎のローカルルールを

正しく把握し、個別性を正確に解析できる

かの予備検討が重要であることが分かっ

た。 
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小泉雅彦 , 吉岡靖生 : Narrow Band 
Imagingファイバースコープによる頭
頸部癌の照射後晩期粘膜反応の観察 
第 49 回日本癌治療学会学術集会 
2011年 10月 名古屋 

3) 礒橋文明、尾方俊至、高橋豊、丸岡真
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太郎、小西浩司、小泉雅彦、吉岡靖生: 
子宮頸癌術後全骨盤 IMRTと 3次元照
射法の急性期下痢発生頻度の比較 第

24回日本放射線腫瘍学会 2011年 11
月 神戸 

4) 尾方俊至、上口貴志、八木雅史、山田
幸子、隅田伊織、高橋豊、礒橋文明、

小西浩司、吉岡靖生、小泉雅彦: Dual 
energy CTを用いた治療計画の基礎的
検討 日本放射線腫瘍学会第 24 回学
術大会 2011年 11月 17日 神戸 

5) 平田岳郎、森本将裕、小泉雅彦、塩見
浩也、瀬尾雄二、足立加那、尾方俊至、

礒橋文明、小西浩司、吉岡靖生 腎細

胞癌脳転移に対する定位放射線治療 

第 24 回日本放射線腫瘍学会学術大会 
2011年 11月 神戸 

6) 森本将裕、吉岡靖生、小西浩司、礒橋
文明、瀬尾雄二、高橋豊、小泉雅彦: 前
立腺癌に対する 4種類の放射線治療成
績の比較－当院における初期成績－ 

第299回日本医学放射線学会関西地方
会  2011 年 11 月 大阪 (Japanese 
Journal of Radiology31 巻 Suppl. I 

Page58(2013.02)) 
7) 安西誠、瀬尾雄二、秋野祐一、尾方俊
至、大谷侑輝、鈴木修、礒橋文明、吉

岡靖生、小泉雅彦、小川和彦、高橋豊: 
下咽頭癌に対する全頸部照射における

Field‑in‑Field 法による線量分布の改
善 第299回日本医学放射線学会関西
地方会 2011年 11月 大阪 

8) 八木雅史、小泉雅彦、隅田伊織、尾方
俊至、高橋豊 、秋野祐一、小西浩司、
礒橋文明、吉岡靖生: ビーム軸方向の
線量測定における Gafchromicfilm 

EBT2 を用いた水中測定の有用性 第
101 回日本医学物理学会学術大会 
4.7-10 2011年 5月 web開催 

9) 八木雅史、小泉雅彦、塩見浩也、 若井
展英、秋野祐一、高橋豊、尾方俊至、

隅田伊織、礒橋文明、吉岡靖生 : 
VelocityTM に お け る deformable 
image registrationの正確性 日本放
射線腫瘍学会第 24 回学術大会 2011
年 11月 18日 神戸 

10) 山崎秀哉, 小林加奈, 坪倉卓司, 小谷
直広 , 相部則博 , 小泉雅彦 , 鍵谷勤 , 
西村恒彦: 低酸素増感剤サナゾールを
用いた放射線治療の臨床研究 第 70
回日本医学放射線学会学術集会 

2011年 4月 横浜 Web開催 
11) 若井展英、小泉雅彦、高橋豊、尾方俊
至、秋野祐一、八木雅史、隅田伊織、

礒橋文明、小西浩司、吉岡靖生: MLC
のリーフ位置精度が Step & Shoot 
IMRTに与える線量的影響 日本放射
線腫瘍学会第 24回学術大会 2011年
11月 19日 神戸 

12) 高橋豊、小泉雅彦、礒橋文明、尾方俊
至、秋野祐一、八木雅史、若井展英、

小西浩司、井ノ上信一、吉岡靖生: 金
属アプリケータを用いた腔内照射に対

するMegavoltage cone beam CT の
利用に向けた検討 日本放射線腫瘍学

会第 24回学術大会 2011年 11月 17
日 神戸 

13) 小泉雅彦, 高橋豊, 尾方俊至, 隅田伊
織, 礒橋文明, 小西浩司, 吉岡靖生: 
シンポジウム S5放射線治療 その治
療成績と課題 -11骨軟部腫瘍 第 49
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回日本癌治療学会学術集会 2011年
10月 名古屋 

14) 小泉雅彦、がん骨転移の放射線治療戦
略、シンポジウム 1 転移性骨腫瘍へ
の治療戦略（脊椎・骨盤・四肢）、第 45 
回 日本整形外科学会 骨・軟部腫瘍学
術集会、平成 24年 7月 14日、東京 

15) 小泉雅彦、最近の骨転移への放射線治
療、特別講演、第 1回大阪骨転移治療
研究会、平成 24年 9月 29日、大阪。 

16) 柴田祐希、洞口拓磨、高階正彰、大西
遼、壽賀正城、沼崎穂高、小泉雅彦、

土岐博、手島昭樹: 粒子線治療におけ
る次粒子の定量化、日本医学物理学会 

学術大会、平成 24年 4月 5日 横浜 
17) 洞口拓磨、土岐博、小泉雅彦、高階正
彰、柴田祐希、大西遼、壽賀正城、武

川英樹、手島昭樹: 基礎物理学に基づ
いた精密計算による重粒子線の生体内

における反応過程の解明、日本医学物

理学会 学術大会、平成 24年 4月 15
日、横浜 

18) N. Wakai, H. Zhang, P. Zhou, I. Das, 
M. Takashina, M. Koizumi, K. 
Ogawa, T. Teshima, N. Matsuura, 
Verification for dose perturbations 
due to High-Z materials inside 
tissue, 55th AAPM Annual Meeting 
(Indianapolis, USA), (Aug 4 – 8, 
2013)(Med. Phys., 40(6S), Page S277, 
2013.) 

19) S. Ueyama, H. Takegawa, E. 
Korevaar, D. Wauben, M. Takashina, 
M. Koizumi, A. Veld, T. Teshima, 
Modeling the Agility MLC for Monte 
Carlo IMRT and VMAT calculations, 

55th AAPM Annual Meeting 
(Indianapolis, USA), (Aug 4 – 8, 
2013)(Med. Phys., 40(6S), Page S325, 
2013.) 

20) Y. Seo, F. Isohashi, K. Tamari, K. 
Hayashi, M. Koizumi, K. Ogawa, 
Association Between 
Linear-Quadratic Model Parameters 
and Basal Gene Expression Profiles 
in the NCI-60 Cancer Cell Line 
Panel, ASTRO’s 53rd Annual 
Meeting (Atlanta, USA), (Spt. 22 – 5, 
2013) (International Journal of 
Radiation Oncology*Biology*Physics, 
Volume 87, Issue 2, Supplement, 1 
October 2013, Page S667) 

21) N. Wakai, P. Zhou, I. Das, M. 
Takashina, M. Koizumi, K. Ogawa, T. 
Teshima, N. Matsuura, Impact of 
Motion Interplay Effect on Step and 
Shoot IMRT, ASTRO’s 53rd Annual 
Meeting (Atlanta, USA), (Spt. 22 – 5, 
2013) (International Journal of 
Radiation Oncology Biology Physics, 
Volume 87, Issue 2, Supplement, 1 
October 2013, Page S701) 

22) K. Tamari, F. Isohashi, Y. Akino, O. 
Suzuki, Y. Seo, Y. Yoshioka, M. 
Koizumi, M. Mori, Y. Doki, K. Ogawa, 
Impact of Clinical and Dosimetric 
Factors on Pericardial Effusion in 
Patients With Stage I Esophageal 
Cancer Treated With Definitive 
Chemoradiation Therapy, ASTRO’s 
53rd Annual Meeting (Atlanta, USA), 
(Spt. 22 – 5, 2013) (International 
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Journal of Radiation Oncology 
Biology Physics, Volume 87, Issue 2, 
Supplement, 1 October 2013, Page 
S287) 

23) Y. Shibamoto, M. Sumi, S. Onodera, 
H. Matsushita, C. Sugie, Y. Tamaki, 
H. Onishi, E. Abe, M. Koizumi, D. 
Miyawaki, Analysis of Radiation 
Therapy in 1054 Patients With 
Primary Central Nervous System 
Lymphoma (PCNSL) Treated During 
1985-2009, ASTRO’s 53rd Annual 
Meeting (Atlanta, USA), (Spt. 22 – 5, 
2013) (International Journal of 
Radiation Oncology Biology Physics, 
Volume 87, Issue 2, Supplement, 1 
October 2013, Pages S104-S105) 

24) 小泉雅彦、有痛性骨転移の放射線治療、
第 15回 日本緩和医療学会 教育セミ
ナー、平成 25年 6月 20日、横浜 

25) 玉利 慶介、礒橋 文明、秋野 祐一、鈴
木 修、瀬尾 雄二、吉岡 靖生、小泉 雅
彦、小川 和彦: 表在食道癌 CRT 後の
心臓有害事象の検討、第 303回日本医
学放射線学会関西地方会 2013年 2月
2日 大阪 

26) 林 和彦、鈴木 修、瀬尾 雄二、礒橋 文
明、吉岡 靖生、小泉 雅彦、小川 和
彦: 原発性骨軟部腫瘍に対する術中骨
照射の治療成績、第 303回日本医学放
射線学会関西地方会 2013年 2月 2日 
大阪 

27) 礒橋 文明, 吉岡 靖生, 鈴木 修, 瀬尾 
雄二, 小泉 雅彦, 大谷 侑輝, 尾方 
俊至, 秋野 祐一, 小川 和彦: 子宮頸
癌術後全骨盤照射における 3次元照射

と IMRTの下部消化管有害事象の比較, 
日本医学放射線学会学術集会, 2013年
4 月 横浜 （日本医学放射線学会学
術 集 会 抄 録 集 72 回 
PageS296(2013.02)） 

28) 姉帯優介，高階正彰，大谷侑輝，壽賀
正城，小野 智博，武川英樹，沼崎穂高，
小泉雅彦，手島昭樹，小川和彦: 磁場
センサを用いた呼吸モニタリングシス

テムの開発と基礎的検討 、日本医学物
理学会 学術大会、平成 25年 9月 18
日、大阪 

29) 小泉 雅彦、林 和彦、瀬尾 雄二、礒
橋 文明、鈴木 修、吉岡 靖生、吉川 秀
樹、小川 和彦、臓器別シンポジウム
23：骨・軟部腫瘍治療の最前線 OS23-5 
骨・軟部肉腫に対する今後の放射線治

療戦略 第 51 回日本癌治療学会学術
集会 2013年 10月 26日 京都 

 
G．知的財産権の出願･登録状況 
  (予定を含む)  
1. 特許取得 
なし 

2. 実用新案登録  
なし 

3. その他  
なし 
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